
 

令和７年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立小池小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・既習の内容や生活経験を想起することを促したことで、根拠のある予想や仮説を立てる児

童が増えた。 

（２） 課題 

 ・実感を伴う理解を深めるために、本物の動植物に継続して触れる機会や観察する活動を充

実させることが必要である。 

 ・様々な場面で活用できる知識及び技能を身に付けることができるように、問題解決の過程

で見方・考え方を働かせることができるように一層工夫する必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第４学年 ◎   

第５学年 ◎ ▲ 
（第４学年時） 

 

第６学年 ◎ 
 

〇 
（第５学年時） 

◎ 
（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 正答率が目標値に対して

同程度だった。 

 第４学年は、特に「昆虫の

からだのつくり」についての

問題は正答率が低かった。 

正答率が目標値に対して同

程度だった。回答形式では、

特に記述の正答率が目標値

に対して上回った。 

第４学年は、特に「物の重

さ」について無回答が多かっ

た。単元を問わず、学習に取

り組む主体性をさらに高め

る必要がある。 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 第５学年は、正答率が目標

値に対して同程度だった。 

第６学年は、正答率が目標

値を下回った。特に、「顕微

鏡の使い方」についての問題

は正答率が低かった。 

 正答率が目標値に対して

同程度だった。特に、第５学

年の「物の体積と温度」、第

６学年の「流れる水のはたら

き」についての問題は正答率

が高かった。 

 第５学年は、「空気の温ま

り方」の記述問題、第６学年

では「アメダス」の理解を問

う問題で特に無回答が多か

った。単元を問わず主体性を

さらに高める必要がある。 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○問題解決の過程で見方・考

え方を働かせることを通

して、様々な場面で活用で

きる知識及び技能を身に

付けることができるよう

にする。 

○教科書やデジタル教材等

を活用し、器具や機器など

の正しい扱い方を理解で

きるようにする。 

〇「昆虫のからだのつくり」

について、アリのからだの

つくりを予想してから、油

粘土と楊枝でアリの模型

をつくる体験的な活動を

行うことなどを通して、知

識が定着するようにする。 

〇児童にとって意外性があ

り、認知的葛藤が生じるよ

うな事象提示を行ったり、

自由に試して問題を見い

だしたりする機会を設け

ることを通して、「差異点

や共通点を基に問題を見

いだす力」が高まるように

する。 

〇今まで学んだ知識を活用

して解決を考える支援を

通して、「既習の内容や生

活経験を基に、根拠のある

予想や仮説を発想する力」

が高まるようにする。 

〇単元を問わず、変化や違い

が生じた理由を問うこと

を通して、児童自らが事象

の変化や違いの理由を考

え、主体的な学びにつなが

るようにする。 

〇どの単元でも、解決したい

問題に対しての予想につ

いて、根拠を示しながら話

し合う活動を設定するこ

とを通して、予想通りの観

察、実験の結果が得られる

か確かめたいという追究

する意欲を高め、主体的な

学びにつながるようにす

る。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○問題解決の過程で見方・考

え方を働かせることを通

して、様々な場面で活用で

きる知識及び技能を身に

付けられるようにする。 

○教科書やデジタル教材等

を活用し、器具や機器など

の正しい扱い方を理解で

きるようにする。 

〇「顕微鏡の使い方」につい

て、第５学年ではオープン

に常時、メダカの卵の観察

用に顕微鏡を設置してお

くなど、第５学年以上の各

学年で顕微鏡を実際に扱

い、使い方を繰り返し指導

することを通して、使い方

の知識・技能が定着するよ

うにする。 

○解決したい問題について、

自分なりの予想や仮説を

立て、それを確かめるため

の解決方法を自分なりに

考える機会を設けること

を通して、「予想や仮説を

基に解決の方法を発想す

る力」が高まるようにす

る。 

〇考えた推論があっている

のかと児童に問いかけ、自

然の事物・現象を多面的に

考えることを促すことを

通して、「より妥当な考え

をつくりだす力」が高まる

ようにする。 

 

〇単元を問わず、理科で学習

する事象・現象について、

児童の身近な体験と関連

付けることを通して、興

味・関心を高め、より主体

的に学習に取り組むこと

ができるようにする。 

〇どの単元でも、解決したい

問題に対しての予想・仮説

について、根拠を示しなが

ら話し合う活動を設定す

ることを通して、予想・仮

説通りの観察、実験の結果

が得られるか確かめたい

という追究する意欲を高

め、主体的な学びにつなが

るようにする。 

 


